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最先端技術を将来の若き技術者へつなぐ！！

小田川ICT活用工事を体験！
～ｉ-Constructionを真備東中学校の生徒が体験～

まさ き とし ひで

みず たに かず ま

現在、小田川堤防強化工事では、現場が一日でも早く進むよう

ＩＣＴの全面的な活用（ｉ－Construction）について積極的に取

り組んでおり、その最先端の技術を将来の建設業の担い手となる

真備東中学校の学生が体験します。

開催日時は、下記のとおり予定しています。

日時：令和２年１２月９日（水）１４：００～１５：００

※小雨決行

場所：小田川左岸二万橋付近

※別紙参照

※i-Construtionとは

ICTを活用した重機を使用するなど、

建設現場の生産性向上に向けた取り組み

※見学現場：小田川有井地区外堤防強化工事

受注者 ：（株）三幸工務店



内 容：以下の見学を予定しています。

➀３次元測量のデモンストレーション

※航空ドローンによる３次元測量のデモンストレーション

②３次元測量を活用した実体験

※測量機器に触れて実体験をしてもらいます

③ＩＣＴ建設機械によるデモンストレーション

※通常建機とＩＣＴ建機との施工性や安全性、機械精度の違いがみれます。

④ＩＣＴ建設機械の搭乗体験

※建設機械に乗っていただき、ＩＣＴ建機動作の実体験をしてもらいます。

注意事項：以下のとおりご協力願います。

・現場内は足元が悪いので、運動靴等動きやすい履き物でお願いします。また、雨の場合

は、長靴等濡れて汚れても良い服装でお願いします。

・コロナ対策として、マスクの着用、体温計測、氏名・連絡先の記入にご協力をお願いしま

す。また、機器等に触れる際も消毒を行います。

・工事説明者は、マスクを着用して説明するため聞こえにくい場合もありますが、ご了承下

さい。

・３密を避けるため、人との間隔をあけて頂きます。

・降雨等で中止する場合は、前日に判断し、当事務所のホームページ等でお知らせします。



➀② ３次元測量のデモンストレーション及び実体験

未来の技術者向けに、土木工事の生産性向上や働き方改革を
理解してもらうため、ＩＣＴ活用工事の体感型見学会を開催します。

◆見学内容

ドローン

・調査日数の削減
・安全性の向上

従来施工

人手による測量

・測量時間がかかる
・斜面等の測量は、危険性がある

ICT施工

自動追尾型測量
実演 体験

・ドローンを活用した３次元測量により、作業時間が大幅に短縮、安全性
も向上

・自動追尾型測量機を活用することにより、１人で設計図面上での位置
（高さ、距離）が確認できるため、測量や位置だしの作業効率が向上



従来施工

・２次元測量成果をもとに、丁張りを設置
・丁張りを目安に、重機オペレーターが操作
をして施工
・丁張り設置の作業員、施工時の誘導員
が必要
・危険な箇所での設置

ICT施工

丁張り設置

内部モニター

バックホウの先端
バケット

建機モニター

・３次元データによる半自動
制御で施工
・オペレーターはモニターを見て
施工
・掘削面を超えないように、施
工機械のコンピュータが制御
・丁張りや施工時の誘導が不
要

実演 体験

③④ ICT建設機械によるデモンストレーション及び搭乗体験

・３次元データを照合しながら、半自動制御により法面整形ができます。

・工事施工の目安となる丁張りが不要のため、より効率的になります。

・施工履歴データを用いた出来形管理により、安全に作業ができます。



別 紙
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◆見学会場

施工中写真

※協力業者
(株)三幸工務店

会場
小
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①上流から下流に向かって望む ②下流から上流に向かって望む

①

②


